
<研究の概要>

これまで実施してきた心的外傷(トラウマ)体験が心身の健
康にもたらす影響についての調査結果等をふまえ、現在
は以下の取り組みをすすめています。

学校でのトラウマに配慮した支援体制は Trauma 
Sensitive School(TSS)と呼ばれており、3層構造をなしてい
ます(図)。
この第1層目の支援ではPBS(Positive Behavior Support)
やSEL(Social and Emotional Learning)の必要性がいわれ
ています。専門的なトラウマ支援をする第3層の実践者が
多くない地域などでは、第1層支援体制の確立がより必要
かもしれません。

これらの支援体制の構築とその効果について検証したい
と考えています。
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